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　新生通信機器事業部が発足し，2年が過ぎました。こ
の間に未曽有の災害があり，社会情勢は大きく変わりま
した。その中で，自動車分野，医療分野，産業機器分野
など，通信を使って世の中の人々に便利さを提供し続け
ております。
　今回の東日本大震災の際には，公衆通信網が寸断，ト
ラフィックが増大し，電話もメールもできなくなり，日
本国中の人々が困りました。荷物を運んでいるトラック
も行方不明となり，無事なのか，被災したのかも分かり
ませんでした。この状況を如何に克服するかが，私達の
無線機開発の課題であることを再認識しました。
　日本無線技報には2010年に通信モジュールの特集を組
ませて頂きましたが，それから約1年が経過し，商品も
少しずつではありますが準備ができ，お客様との技術的
な交流，サポートもできつつあります。
　今回はその成果の一部で，
１．新型の
 「GPSモジュール」
 「WiMAXモジュール」
 「無線LANモジュール」
２．業務用無線機用途のプラットホームの
 「RF-LSI」
３．自動車衝突防止用の
 「安全運転支援通信システム」
４．JRC独自技術の
 「タクシー無線機用前進基地局」
を，紹介しております。
　私達の喜びは，お客様の嬉しさであり，便利さを感じ
て頂く事です。今後も「さすがJRC」と言われるよう社
会へ貢献して行きたいと考えております。

　最後に，この度の東日本大震災で被災された方々にお
見舞いを申し上げます。一日も早い復興を願うと共に，
私共もその一助となれるよう努力してまいります。
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